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本論文ハ昭和14年度文部省科學研究費：ノ補助ニヨリテナサレタル研究ノー部ナリ．

内 容 抄 録

 余ハ曇二第2言口於テ培養液二種・々ナル添加物質ヲ

加へ，ソレ等物質ノ「ヒスタミン」産生二及ボス影響ヲ

薪索シ，「アミノ酸加培養液が甚ダ多量二「ヒスタミン」

ヲ産生セシ事ヲ報告セリ．

 本報二於テハ更ニー歩ヲ進メ，家兎腸内容物ヲ直接

培養液二加ヘテ，「ヒスタミン」産生二如何ナル影響ヲ

及ボスヤヲ知ラソ1・セリ．腸内容物ハ夫ftノ部位ニヨ

リテ大忌4部部チ小腸上部，下部，盲腸部及ビ大腸部

トニ分チタリ．

 之等内容物加培養液ノ「ヒスタミン」産生成績ハ盲腸

部及ビ大腸部内容加ノモノ，小腸上，下部ノモノニ比

シテ産生度大ナリキ，而シテー般二腸内容加培養液申

二於ケル細菌ノ三三ハ甚ダ良好ナリキ．
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第1章 緒

 余ハ第2報①二於テ吾人ノ腸管内ノ歌態ヲ考

慮：二入レ，「ヒスタミン」産生度比較的大ナリト

云ハル・10％牛肝片月肝ブイヨン」二各種「ペプ

トン」，「アミノ酸，及ビ糖ヲ添加シ以ツテ之等

物質ノ影響如何ヲ試験シ，甚ダ優秀ナル事ヲ報

言

告セリ．本報二於テハ更ニー一歩進ンデ直接腸管

内容物ヲ培養液＝加ヘル事ニヨリテ，ソレガ

「ヒスタミン」産生二及ボス影響ヲ知ラントシテ

實験ヲ行ヘリ．
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第2章 實 験 方 法

 培養液トシテハ主トシテ10％心肝片加肝ブイヨン」

（調製法ハ第1報（2）二記載）ヲ用ヒ，一部二二テハ1％

肉エキスブイヨン」ヲモ使用セリ．

 培養菌トシテハ第1報及ビ第2報二於テ試ミシト同

檬疫痢檬患者糞便直接培養ヲ行ヘリ．師チ此ノ方法ニ

ヨル時ハ已二護表セル如ク「ヒスタミン」産生二二モ大

ナレバナリ．

 更二培養液中二産生セラレタル「ヒスタミン」ノ定量

ハ海狽腸管ヲ使用・シテGuggenheim一工・6冊er（3）氏御薩

依レリ．省一部ノモノニ就テハ横山（4），瀬良（5）氏「ヒ

スタミン」微量定量法ヲ併セ行ヒテ比較セリ．

 培養液二添加スベキ腸内容物ハ專ラ家兎ヲ用ヒタ

リ．部チ2kg前後ノ家兎ヲ撲殺シ腹：壁ヲ切開シ，腸内

容物ヲ夫々ノ部位二分チテ採取セリ．採取方法トシテ

ハ假令バ小腸上部ナラ十二指腸起始部ト民部ヨリ下方

約100cm（小腸ノ長サ大凡家兎ニチハ300cm）ノ部位ト

ヲ結紮糸ニテ固ク結ビソノ両端ヲ切り離シ袋朕トシテ

小腸上部ヲ取り出シ，之ヲ充分二水洗シテ外側二附着

セル血液及ビ漿液性物質ヲ洗ヒ落シタル後，静カニ腸

壁ヲ切り開キテ，ソノ内容物ヲ豫メ秤量シオキタル

’「ビーカー」二採取シ，該内容物ノ目方ヲ出來ル丈正確

日刊ル．斯クシテ得タル内容物ヲバ，10％生肝片加平

ブイヨン」そ適才ノ濃度二加へ，100。C，30！3回加熱

滅菌ヲ行ヒ，使用二臨ミテ弓懸ヲ適宜修正セリ．他ノ

部位ノ内容物二就テモ全ク之ト同様ノ方法駄卸レリ．

第3章實験成績
 實験1）

 小腸上部，下部及ビ盲腸部内容加培養液＝於

ケル「ヒスタミン」産生試験

 使用菌株：野村氏便，膿粘液部26se

「ヒスタミン」産生度ハ第1表ノ如シ（附圖第

1圖参照）．

第1表（a）「ヒスタミン」産生度：

培養液
番 號

222號

223號

224曝

露内容及ビ
部位ノ長サ
tt

ｬ腸上部
（ O一一150cm）

 小腸下部
（ 150 一一一 212cm）

 盲腸部

内容物
濃 度

ユ0％

leo／，

loo／o

o

±

±

2日

±

鼎

±陣

5日

±

柑

冊

13日

±

冊

壬掛

上記二丁ノ符號説明；

1蕪i糟二四；li∵

第1表（b） 同上培養液：ノPHノ攣化：

培養液
番 號

222號

223號

224號

腸内容

小腸上

小腸下

盲 腸

。

6．8

6．8

6．8

2日

6．5

6．3

6．3

5日

7．e

6．5

6．5

13日

7．5

7．0

7．5

 上記成績ニヨレバ小腸上部ハ他ノ2部即チ小

腸下部及ビ盲腸部内容ヲ加ヘタル培養液二面シ

テ「ヒスタミン」産生度甚ダ少シ．帥チ小腸上部

内容加培養液中締ハ殆ンド「ヒスタミン」ノ産生

ヲ見ザリキ．反之，小腸下部及ビ盲腸部内容加

培養液ニチハ何レモ多量ノ「ヒスタミン」産生ヲ

呈セリ。帥チ小腸上部二比シテ約5～10倍量ノ

産生ヲ見タリ．而シテ産生「ヒスタミン」量ハ凡

ソ培養液1坤二1m9．乃至2mg．程度ナリキ．

 次二PHノ移動ハ上部二比シテ下部及ビ盲腸

部内容ヲ加ヘタルモノニ於テハ，ヤ・酸性側二

移行セリ（PH 6．8→6．3）．然シ乍ラ何レモ培養

13日目ニハ却ツテ反封二「アルカリ」測二移行セ

リ（第1表（b滲照）．

 樹詳細ナル観察ヲナス時ハ小腸下部及ビ盲腸

部内容貌培養液ニチモ「ヒスタミン」産生ニヤ・

僅少乍ラモ培養日籔ニヨル量的差異ヲ見目リ．

帥チ培養第2日目＝於テ小腸下部加培養液ハ

0．01cc（培養液ノ原液量）ニテー殿位（＋）ヲ呈セ

ルモ， 盲腸部内容加培養液ニチハ同量ニチハ

（±）ノ程度ナリ．然ルニ第5日目二於テハ此ノ

關係が殆ンド逆＝ナリ後者二於テー翠位量ヲ示

セリ．
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 要之，小腸下部内容加培養液ハ盲腸部内容加

二比シテ「ヒスタミン」産生度ヤ、早ク行ハル・

モノナル事ヲ知ル．然シ乍ラ叉此ノ程度ノ差異

ハ實験的誤差ノ範園二過ギザルモノナランヤト

モ考ヘヲル、所ナリ．

 前捌II）

 小腸上，下部，盲腸部及ビ大腸下部内容加培

養液二於ヶル「ヒスタミン」産生試験

 使用菌株：古本氏糞便培養液（培養液番號243

號）ヨリ26se

 實験家兎：116號，23009♂

 培養液：10％牛一片加肝ブイヨン」

實験成績一門2表ノ如シ（附圖第2圖（A）及

ビ（B）参照）．

第2表（a） 「ヒスタミン」産生量：

培養液
ﾔ 號

腸内容及ビ
蝿ﾊノ長サ

内容物

Z 度
0 1 日 2 目 3 日 4 日 5 日

150號 ナ  シ 0 20mg 100mg 150mg 150mg 170mg

151號
小腸（．上）0→90cm

10％ 0 20mg 50mg 100mg 150mg 200mg

152號
小腸（下）240→300cm

10％ 0 50mg 100mg 150mg 200mg 200mg

153號 盲 腸 10％ 0 50mg 100mg 1501ng 200mg 250mg

154號
 大 腸80→120cm

10％ 0 30mg 100mg 100mg 150mg 200mg

 實験成績第2表（a）ニヨレバ各部位内容物加

培養液二於テ153號帥チ盲腸物内容ヲカロヘタル

モノ最モ優秀＝シテ最高250mg．（培養液ll申），

次ハ小腸下部，ソノ次ハ小腸上部及ビ大腸下部

ナリ．

 街152號及ビ154號トハ培養3日目胴中テ「ヒ

スタミン」ノ瀬良一横山氏法ニヨル分離定量法

ヲ行ヘリ．其ノ成績ヲ示セバ

  152號一86n、g．（11中）  ｛

  154號一60mg．（11中）

 ＝シテ，腸管法国ヨル推定量

  ∫152號一一150mg・

  ’154號一100m9．

 二比スレバ甚ダ少キ感アリ．然シ乍ラ横山氏

法＝ヨル時ハ共ノ定量＝ヨル損失ハ約牛量ナリ

トイハルヨリ見レバ却ツテ爾者ノ成績ノヨクー・

致スル所ナリ．今爾者ノー致率ヲ百分率ニテ示

セバ…次ノ如シ．

  152号虎一57％  ｛

  154號一60％

 帥チ腸管法ニヨル「ヒスタミン」量ハ横山氏法

分離定量ノ約60％ノ値ヲ示ス．

 要之，本實験二於テモ亦小腸下部及ビ盲腸部

内容加培養液が比較的優秀ナル成績ヲ示セリ．

 次二PHノ攣化；關シテハ何レモ猛烈二酸ヲ

産生シ，152號帥チ小腸下部加培養液二野テハ

PH 35ノ最小値ヲ呈セリ．而シテ152號及ビ154

號トニ於テハ培養…第3日目＝PH 4．0ヲ修正シ

テ7．0トセルモ更二翌日ハ酸ノ産生ヲ見タリ．

（第2表（b）参照）

第2表（b） 同上培養液PHノ攣化’：

培養液
ﾔ 號

腸内容 0 1日 2日
3中日

5日

一一15＠號 ナ  シ 7．5 5．0 5．0 6．0 6．0 6．5

151號 小腸（上） 7．0 4．8 4．5 4．5 4．8 4．8
4．0

152號 小腸（下） 6．5 4．5 3．5 ↓ 6．0 5．8

7．0

153號 盲 腸 6．5 4．5 4．2 4．2 5．0 5．2

4．2

154號 大 腸 6．5 4．5 4．2 ↓ 6．5 6．8

7．0

 街本實験二型テハ菌ノ護育程度ヲ槍セリ．符

號ノ標準ハ毎回腸管法ヲ行フ前二培養液ヨリ

16seヲ取り之ヲ普通亭板塞天培養基二培養シ，

翌日群生スル：K・1・nieノ藪及ビ形＝ヨリタリ．

 IHIハ菌ノ三三至極良好ニシテ，「コロニー」一面二

konfluierenシテ生ズ’ルモノ．
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 柵ハKolonieノ攣性等ハ柵ト同檬全然認メラレザル

モ，konfluierenセルKolonieノ護生山｝二二シテ少キモ

ノ．

 十十ハkonfluierenシテ嚢生．セルKolonieナク殆ソド

総テisoliertノモノ，且Kolonieノ形前2者二巴シ

kleinトナ．リ且多少rauhトナレルモノ．

 十ハKolonie sporadisch・二生ジ， Kolonieノ形モ：甚

ダkleinトナリ且rauhトナレルモノ．

 今大髄此ノ標準二擦ル時ハ各腸管内容物加西

i養液帥チ實験第II ＝：於ケル菌懐育程度ハ第2i表

（C）ノ如ク表ハサル．

第2表（c）

培養液
ﾔ 號

腸内容 0 1日 2日 3日 4日 5日

150號 ナ  シ 一 柵 冊
器冊 柵 冊

151號 小腸（上） 一 柵 柵 什 柵 什

152號 小腸（下） 一 柵 柵 什 什 粁

153號 冒 腸 一 冊 柵
・冊 柵 柵

154號 大 腸 一 柵 什 十 十 十

 當該表＝ヨレバ150號帥チ腸内容物ヲ何等加
ヘザル培養液中ニチハ：最モ菌ン獲育良姫ナリ．

次ハ盲腸部ニシテ小腸上部及ビ下部之二次ギ，

大腸下部即チ殆ンド糞便二七キモノヲ加ヘタル

培養液ニチハ甚ダ獲育不良ナリキ．

 實験III）

 腸内容物トシテハ山詞IIト同様家兎小腸上

部，下部，盲腸中部，大腸下部ノ4種：ヲ1％肉

エキスブイヨン」二夫々 10％ノ割二加ヘタルモ

ノヲ使用セリ．實験成績ハ第3表二示セルが如

シ．

 本成績ニヨル時ハ三思IIト異り大腸内容物ヲ

加ヘタルモノ最：モ「ヒスタミン」産生度大ナリ．

次ハ盲腸部ニシテ，小腸上部及ビ下部内容加培

養液ニチハ略ボ同量ノ産生度ヲ示シ，封照トシ

テ腸内容ヲ全然加ヘザルモノS等シキ成績ヲ呈

セリ（第3表（a）及ビ附圖第3圖（A）（：B）参照）．

 次二培養期間中ノPHノ攣化ハ大腸部内容ヲ

加ヘタルモノニ於テ最モ酸産生著シク，小腸下

部及ビ盲腸部之二次ギ，小腸上部ハ酸性側移行

最モ輕度ナリキ．而シテ何レモ培養日数ノ経過

ト共二漸次「アルカリ」側＝移行ス．然シ乍ラ

124號二於テハ培地ノ張酸性ノ爲二培養第5日

目ニ甲骨が自滅スルニ至レリ（第3表（b）参照）．

 更二野ノ獲育歌態二等シテハ124號邸チ大腸

部内容加培養液以外ノ看ノニ於テハ何レモヨク

護育シ差異甲子メラレザリキ．124號二二テハ

培養3日目頃ヨリ菌ノ門下不良トナリ，4日目

＝ハ極ク僅ヵ二Ko！onieガ籔個位シカ生ゼズ．

第5日目ニハ途二無菌歌態トナレリ、之レ培地

ノ酸度高マレル爲ナラン（第3表（c）参照）．

第3表（a）

 家兎番號：
 培養菌株：

 培養液：

「ヒスタミン」産生量：

117號2500kg ♀
古本氏糞便培養液ヨリ36Se

1％肉エキスブイヨン

培養液
ﾔ 號

腸内容及ビ
蝿ﾊノ長サ

内容物

Z 度
0 1 目 2 日 3 日 4 日 5 日

120號 ナ  シ 一 一 0．5mg 5mg 5mg 5mg

121號
小腸（上）0→・105cm

10％ 一 一   、 一 5mg 5mg 5mg

122號
小腸（下）205→315cm

10％ 一 一 0．5mg 5mg 5mg： 5mg

123號1 盲腸面部 10％ 一 一 1mg 10mg 10mg 10mg

124號
大腸（下）60→120cm

10％ 一 1mg 2mg 20mg 50mg 30mg
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第3表（b） 同培養液PHノ『攣化＝

培i養液

番 號

120號

121號

122號

123號

124號

腸内容

ナ  シ

小腸（上）

小腸（下）

盲腸（申）

大腸（下）

o

7 ．＋7

7．2

7－0

7．2

6．5

1日

7．3

6．8

5．0

6．0

4．5

2日

7．5

6．0

5．5

5．7

4．0

3日

7．5

6．5

6．0

5．7

4．0

4日

7．5

7．3

7．0

6．0

4．0

5日

7．5

7．3

7．0

6．0

4．0

第3表（・）同培養一中ノ菌獲育歌態・

培養液

ﾔ號
腸内容 0 1日 2日 3日 4日 5日

一120號 ナ  シ 一 柵 冊 柵 柵 柵

121號 小腸（上） 一 冊 柵 柵 柵
柵一

122號 小腸（下） 一 柵 柵 柑 柵 柵

123號 盲腸（中） 一 柵 柵 柵 柵 柵

124號 大腸（下） 一 帯
十八 什 十 一

  實験IV）

  本實験二於テモ亦前同様二行ヘリ．本實験二

 於テハ（eg 4表（a）：参照）各腸内印加影響出撃り

 認メラレザリキ．彊ヒテ差異ヲ求ムルナラバ，

 大腸下部内容加培養液二十テハ他ノ三者二比シ

 テ「ヒスタミン」ノ産生比較的早ク帥チ第1日目

  ＝ut＝ll中二3mg．ヲ生ゼリ．然シ乍ラ第2日

  目以後二於デハ殆ンド相違ヲ月計ズ（附則99 4

  圖（A）（：B）参照）．

   PHノ移動二二シテハ特二目立ツタ事ナク何

  レ’モ培養後初期値程度ノ酸性側移行ヲ示セリ

  （；E 4表（b）参照）．

   更二菌ノ護物知態二上シテモ「ヒスタミン」産

  生度二画面ナキト同様護育何レ・モ良ク，差異ハ
3．p“ ．

  全ク認メラレザリキ（第4表（c）参照）．

  第4表（a） 「ヒスタミン」産生量：

家兎番台：124競 2・8k9 ♀

培養菌株＝古本氏糞便一回培養液4代目ノモノ106se宛

培養液：1％肉エキスブイヨン

培養液
ﾔ 號

腸内容及ビ
蝿ﾊノ長サ

内容物

Z 度
0 1 日 2 日 3 日 4 日

125號 ナ  シ ナシ 一 0．5mg 50mg 1001ng 70mg

126朧
小腸（上） 0→90cm

10％ 一 1mg 50mg 125mg 120mg

127號
小腸（下）220→300cm

10％ 一 1mg 50m9 100mg 70mg

128號 盲腸（申） 10％ 一 1mg 50mg 125mg 120mg

129號
大腸（下）90一→・150cm

10％ 一 3mg 50mg： 130mg 130mg

第：4表（b） 同培養液’PHノ融化： 第4表（c）同培養液中ノ菌護育1三態：

培養液
番 脇

125號

126競

127號

128號

129號

腸内容

ナ  シ

小腸（上）

小腸（下）

盲腸（中）

大腸（下）

o

7．0

7．0

7．0

7．0

7．0

1日

7．0

6．5

5．5

5．5

6．0

2日

7．0

6．5

5．5

5．8

6．5

3日

7．5

6．8

4．5

5．5

6．8

4日

7．8

7．0

4．5

5．5

7．0

培養液
番・號

125號

126號

127號

128號

129號

腸内容 。

ナ  シ  一

小腸（上）一

雀翻＝

大腸（下）i一

1日

冊

柵
十柵

冊

冊

2日

十1冊

器

柑1

器川

州

3日

柵

柵
壬榊

壬冊

柵

4日

柵

柵

鼎
十柵

柵

 實験V）

 本門験二季テハ前4回ノ實験ト異り，塞天培

養基二分離培養セル赤痢異型菌（竹田氏菌，駒

込：B菌ニー致ス．）ヲ16se宛植エタリ．從ツテ

何レノ培養液二男テモ「ヒスタミン」産生度前記

ノモノニ比シテ甚ダ少シ．本成績ニヨル時ハ盲

腸部及ビ大腸部内容加ノモノが小腸上，下部加

培養液二比シテやY産生度大ナリキ（第5表（a）
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細菌ノ「ヒスタミン」産生二關スル各種條件ノ實験的研究 1943

及ビ附圖第5圖（A）（：B）参照）．

 次二PHノ攣化二關シテハ大シタ攣化ハ認メ

ラレザリキ．之レ「ヒスタミン」ノ産生少キヲ以

ツテモ當然シカアル可キ筈ナリ（第5表（b）参
照）．

 術菌ノ獲育歌況二關シテハ何レモ比較的良好

ナリシモ，培養日藪ノ輕過ト共二次第二悪シク

ナリタリ．而シテ之等各種間ニハ獲育ノ差異ハ

認メラレザリキ（第5表（c）参照）．

第5表（a）「ヒスタミン」産生量：

 家兎番號：135號 3．1kg 6
 培養菌株：竹田氏赤痢異型菌1δse

 培養液：1％肉エキスブイヨン

培養液
ﾔ 號

腸内容止ビ
蝿ﾊノ長サ

腸内容
Z…度

「 0

1 日 2 日 3 日 4 日 5 日

170號 ナ  シ 一 0．1mg 0．1mg 0．2mg 0．3mg 0．2mg

171号虎
小腸（上）0→・25Cm

5％ 一 0．5mg 0．5mg 0．5mg 1mg 1m9

ユ72號
小腸（下）250→300Cln

ε％
一 1mg 1mg 1mg 2mg 2m9

173號 盲腸（申） 5％ 一 2mg 2mg 2mg 3mg 3mg

174號
大  腸134→140cm

5％ 一 2mg 2mg： 2mg 3mg 3mg

第5表（b） 同培養液PHノ攣化：

培養液
ﾔ 號

腸内容 0
【1日

170號 ナ  シ 7．0 6．0

171號 小腸（上） 6．3 5．0

172號 小腸（下） 7．0 5．0

173號 盲 腸 6．0 6．2

174號 汁 腸 6．5 6．5

2日

7．0

5．0

5．5

6．5

6．5

3日

7．0

5．0

5．5

7．0

7．0

4日

7．0

5．0

6．0

7．0

7．0

5日

7．0

5．0

6．5

7．0

7．0

第5表（c） 同培養液中ノ面一育七一：

肖

レンゼン三法ニヨツテ行ヒシ召次ノ如キ値ヲ得

タリ．

培養液
番 號

17C號

171號

172號

173號

174號

腸内容

ナ  シ

小腸（上）

小腸（下）

盲 腸

大 腸・

o 1日

柵

柵

柵
柑｝

・ltlt

2日

柵

柵

冊

柵

柵

3日

一

宇

柵

柑

柵

4日 5日

十十

内 容

胃

十二指腸

小腸上
小腸下
盲  腸

大  腸

内容物部
位ノ長サ

 o－secm

50．95cm
170一一＞230cm

   3cm

  20cm

被橡内
容物量

159

59

79

109

209

10g

アミノ：N
量（K・th
109中）

4．7mg

7．Omg

14．Omg

8．4mg

9．8mg

8． 4mg

グリココ
ル換算値

25．2mg

37．5mg

75．Omg

45．Omg

52 ． 5mg

45．Omg

 三二余ハ「アミノ酸量ト「ヒスタミン」産生ト

ノ關係ヲ知ラントシテ試ミニ正常家兎腸内容物

中二含有セラル、「アミノ窒素ノ定量（6）ヲ至二

 印チ上記表＝ヨリテ明ラカナル如ク正常家兎

腸内容ノ「アミノ窒素量目甚ダ微量＝＝シテ，今

試ミニ之ヲ「グリココル」二換算スル時ハ該表ノ

右端ノ如キ敷値トナル．帥チ最高部ハ小腸上部

ナルモ内容物109申＝僅カニ75m9二過ギズ．

從ツテ此ノ微量ノ「アミノ酸が上記ノ「ヒスタミ

ン」産生二直接影響スルモノナリトハ考フルコ

ト能ハザルヲ知レリ．

第4章総括及ビ考按

最初本實験ヲ行ヒシバ第2報二於ケル「アミ ノ酸加培養液が豫想以上二「ヒスタミン」産生量

［ 77 ］



1944 舘

大ナルヲ以ツテ，然うバ書入ノ腸管内ノ「アミ

ノ酸が如何ナル歌態二於テ「ヒスタミン」産生二

關與スルモノナランヤヲ知ラントテ，家兎ヲ實

験材料トシテ先ヅ上記ノ如キ實験ヲ行ヘシ次第

ナリ．

 實験結果トシテハ盲腸部及ビ大腸部内容加培

養液が小腸上部及ビ下部内容加培養液比比シテ

何レノ場合二階テモ「ヒスタミン」産生度大ナル

結果ヲ呈セリ．

 単二此ノ成績ト上述ノ正常家兎腸内容物中ノ

「アミノ窒素定量成績ト併セ考へ見ル＝，産生

度比較的多キ盲腸講親ビ大腸部内即智Sハ「ア

ミノ酸ノ含量少ク，反i射二「アミノ酸ノ含量最

モ多キ小腸上部内容加培養液＝テハ「ヒスタミ

ン」産生度却ツテ若干少キ値ヲ示セリ．勿論家

兎二野ケル腸内容物中ノ「アミノ酸ノ含量甚ダ

少ク且部位ニヨル：量的差異モ絵リナク，從ツテ

之ヲ以ツテ直チニ腸内容中二含マル・「アミノ

酸ノ影響ト結ビツケテ考フル事ハ省早計ナリト

ス可キモ，之等ノ實験成績ヨリ少クトモ次ノ事

ハ言ヒ得ルト思フ．

 帥チ家兎腸内容物中ノ「アミノ酸ノ影響ハ培

養液ノ「ヒスタミン」産生一＝直接重要ナ意義ヲ有

セザルベシ．然うバ家兎腸内容ノ如何ナル物質

ガ「ヒスタミン」産生二影響スルモノナリヤハ今

後ノ興味アル研究二待タザルベヵラズ．

 本實験二於テ楽生ラ家兎ノ腸内容ノミヲ使用

セルモ更二犬，猫等帥チ動物性蛋白ヲ食スルモ

ノ＝於テモ之判型内容物加影響ヲ試ムレバ這般

ノ原因ノー端ヲ窺ヒ得ルモノト信ズ．

 兎モ角モ吾人ノ腸管内二於ケル「ヒスタミン」

産生ハ種々複雑ナル要因二支配サル可ク，腸内

「アミノ酸ハ勿論，細菌ノ獲育状況等が重大ナ

影響ヲ及ボス事ハ想像二難題ラザル所ナリ．而

シテ盲腸部，大腸部等ハ腸内細菌ノ常住部位ナ

ル事ハ周知ノ事序ニシテ，從ツテ之等部位ノ内

容物中ニハ細菌ノ繁殖＝良姫ナル要素ヲナスモ

ノアリ，故二之等内容物加培養液＝於ケル「ヒ

スタミン」産生度ノ比較的多量ナルハ細菌ノ褒

育繁殖トイフ黙カラ読明出來ルモノト思フ．

 次馬之等内容物加培養液ノPH：ノ攣化成績二

型テ一括述ブベシ．

 一般二培養液ノPHハ「ヒスタミン」産生度二

比例シテ攣化スルモノノ如シ．印チ産生度大ナ

ルモノ一斗テハ酸産生大ニシテ，「ヒスタミン」

ノ産生殆ンド無キモノニテハPHノ移動モ亦僅

微ナリキ．從ツテ「ヒスタミン」産生比較的大ナ

リシ盲腸部内国恥ビ大腸部内容加培養液ハ小腸

内容加培養液二比シテPHノ酸【生酔移行度大ナ

リキ．而シテ酸産生大ナルモノ弱国テハ途二培

養液申ノ菌ノ自滅ヲ見タルモノアリ．且何レノ

場合モ培養後短時日中ハ多少ナリトモ酸性側二

移行シ，数日後ニモトニ復シ，単二或ルモノニ

於テハ「アルカリ側二移行スルモノアリ．

 最後二腸内容物加培養液ト細菌ノ護育トノ關

係二就テ一言スベシ．

 腸内容物加培養液中ニチハ細菌ノ護育一般二

：甚ダ良好ニシテ，之ヲ加ヘザル毛ノニ比スレバ

雲泥ノ差アリ．蓋シ腸内容物が腸内細菌ノ子育

二好影響ヲ有スルモノナルハ言ヲ待タザル所ナ

リ．而シテ之等部位＝ヨル差異ヲ知ラントシテ

實験ヲ行ヒシニ特記スベキ結果ハ認メラレザリ

キ．而シテー般二培地ノPHが細菌ノ獲育ト密

接ナル關係ヲ有シ，張酸性，彊「アルカリ性培

地ニチハ護育阻止セラレ途二自滅スルニ至ルベ

シ．培養液124號二於テハ培養第5日目二無菌

トナレリ（第3表（c）参照）．

第5章 結

 家兎腸内容ヲ各部位＝分チテ夫々10％牛肝片

加ブイヨン」或ハ1％肉エキスブイヨン」二5％

～10％ノ割二加ヘタルモノニ就テ，細菌ノ「ヒ

論

スタミン」産生二及ボス影響如何ヲ槍索セリ．

 「ヒスタミン」産生ハ主用Guggenheim一：L6Mer

氏法ニヨル海狽腸管法ニヨレリ．
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舘

第1圖

論 文 附 囲 （i）

（小腸上，下部及ビ盲腸部内容加培養液）

培養2日目及ビ5日目成績



舘

第2圖（A）

論 文 三 三 （2）

（小腸上，下部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

封照及ビ培養1日目成績



舘 論 文 附 圖 （3）

第2圖（：B）  （小腸上，下部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

     培養2日目（Nr・423）及ビ4日目（Nr．425）成績



舘 論 文 附 囲 （4）

第3圖（A） （小腸上，下部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

封照（上圖）及ビ培養2日目成績（下圖）



舘 論  文 附 圖 （5）

第3圖（：B） （小腸上，下：部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

 培 養 3 日 目 成 績



舘 論 文 附 圖 （6）

第4圖（A） （小腸上，下部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

培養第1日目成績

第4圖（B） （小腸上，下部，盲腸部，大腸下部内容加培養液）

培養第3日目成績



舘 論 文 附 圖 （7）

第5圖（A） （小腸上，下部，盲腸部，大腸部内容加培養液）

培養1日目及ビ2日目（下圖）成績



論 文 附 圖 （8）

第5圖（B）  （小腸上，下部，盲腸部，大腸部内容加培養液）

培養3日目（上圏）及ビ5日目（下圖）成績



細菌ノt”ヒスタミン」産生二關スル各種條件ノ實験的研究 1945

 「ヒスタミン」産生菌トシテハ主トシテ既二他

ノ液禮培養液：申ニテ多：量二「ヒスタミン」ヲ産生

シツ・アルモノヲ用ヒ，培養方法トシテハ孚嫌

氣性方法ヲ講ジタリ．

 腸内容部位トシテハ大凡4部二分テリ．帥チ

小腸上部，同下部，盲腸部及ビ大腸部之ナリ．

 1）之等腸内容加培養液中ノ「ヒスタミン」産

生成績ハ次ノ如シ．

 盲腸部及ビ大腸部内容加培養液ハ小腸部内容

加培養二二比シテ産生高大ナリキ．

 2）三等培養液ノ培養期間ノPHノ移動ハ

「ヒスタミン」ノ産生ト相封的關係ヲ有シ，「ヒ

スタミン」産生度大ナルモノニ於テハPHノ低

下度大ニシテ，産生度少キモノ＝於テハPHノ

攣化モ亦僅微ナリキ．

 3）培養液中ノ細菌ノ獲育バー般二甚ダ良好

ナリキ．

 細菌培養液トシテ直接腸内容ヲ用ヒ，之ガ

「ヒスタミン」産生二及ボス影響如何トイフ事柄

ハ吾人ノ腸内容ノ散況ヲ考慮：スル時甚ダ重要ナ

且興味アル問題ニシテ，今後更＝カ・ル領域ノ

詳細ナル研究ヲナサント企圖スルー次：第ナリ．

  三筆スルニ臨ミ始終御懇篤ナル御指導亜ビニ御

 鞭燵ヲ添フシ，御校閲ノ螢ヲ賜ハリタル恩師 泉

 教授二満腔ノ謝意ヲ表ス．

  爾當教室員西村學士ノ甚大ナル御援助二封シ深
 甚ノ謝意ヲ表ス．
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面目略號読明
A 硫酸アトロピソノ二二．

 Alハ0・1％ノ硫酸ア1・ロビン0・2cc

 A2ノ、   同    0．4cc

 A3ハ同0・6cc
SS piflung師チ「リソデル氏液ニテ腸管ヲ洗源ス

ルヲ7其ス．
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